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技術論文
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に よ る水中の残留塩素 と他の 陰 イオ ン

との 同時定量
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　An 　ion　chromatographic 　mcthod （IC）has　been　studied 　to　dctcrmine　residual 　chlorine 　and

o 血 er　ani6ns 　in　water 　silllultane て）usly 　using 　a　conductlvity 　detector．　 Itis　bascd 　on 　thc 　fbrmation

of 　chloraminc
−T　bv　the 　rcaction 　of 　residual 　chlorinc 　and 　a ヵ

一toluenesulfbnamide 　aqueous 　solu
一

　　　　　　　　　ド
tion，　fbllowed　by　the　conversion 　of 　chloramine

−T　to　cγanogen 　chloride 　with 　potassium　cyanidc ．

Gyanogen　chloridc 　is　then　oxidized 　to　cyanatc 　ion　at　25℃ fbr　10min ，　 Because　cyanate 　ion

（pK，＝3．66）can 　be　measured 　by　IC　with 　a 　conductivit アdetector，　residual 　chlorine 　can 　bc　dctcr−

mined 　indirectly　from　the 　pcak　area 　of 　thc 　cyanate 　ion．　 The 　cyanate 　ion　is　stable 　fbr　4　hours，

with 　no 　inferenccs　from　C「，NO3
−

or　SO42
冖
．　 A　linear　relationship 　betwccn　the　concentration

of　residual 　chlorine 　and 　the 　peak 　area 　of 　cyanate 　ion　was 　obtained 　in　thc 　concentration 　range 　of

O．02to　2　mg 　Cl21
−1．　 The 　relative 　standard 　deviation（RSD ）was 　about 　3．56％ ＠

＝5）fbr　O．1　mg

Cl2　r 　
l．　 The 　proposed　method 　was 　applied 　to　thc 　determination　of 　residual 　chlorine 　in　tap

water 　and 　compared 　with 　diethyl一ヵ
一phenylencdiamine （DPD ）spcctrophotometry ．　 An　cxccp

−

tionally 　good　agreement 　was 　obtained ．

Kaywords ； ion　chroma 匸ography ；residual 　chlorinc ；anions ；tap 　water ；p−toluencsulfbnamide ；

　　　　　 chloramine −T ；potassium　cyanidc ；cyanogen 　chloride 　；　cyanate 　ion．

1 緒 言

　水道水の 浄水過程 で は，消 毒剤 と して 液 化 塩 素，次 亜 塩

素酸 ナ トリウ ム な どの 塩素剤が 用 い られ て お り，日本で は ，

給 水 栓 水 中 の 遊離残留塩 素は o．Img1
−1

，結 合 残 留塩 素 は

0．4nlg1
’1

以 上 に 保持す る こ と が 水 道 法 施 行 規 則 第 17 条

に規定され て い る．しか し，水道水中の 残留塩素は ， 水源
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が 丘 3−IS−10

の 汚染，水道水 の 温 度や使用 頻 度 に よ っ て 変化 し，ま た，

トリハ ロ メ タ ン類 の 生 成 抑制 や お い しい 水 へ の 要求などか

ら厳 しい 水質管理 が 求め られ て い る．

　水中の 残留塩素 は，遊離残留塩 素 と結合残留塩素の 合計

量で ，そ の 定量方法は 古 くか ら多 くの 方法 が 検討 され ，

一

般 的 に は 滴定法，吸光光度法，電 気化学分析法，簡易比 色

法などに 分類 で きる
1）？）．滴定法 は比 較的高濃度 の 残留塩

素，吸光光度法及び 電気化学分析法 は低濃度 の 残留塩 素 の

定量 に 用 い られ て い る．こ の うち滴定法は，ヨ ウ素法
S）”7）

，

ジ エ チ ルーp一フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン （DPD ）法
6）S）9｝

，ア ス コ ル

ビ ン 酸法
s）
な どが ある．吸光光 度 法 は，DPD 法

6）7｝1° ｝11 ｝

，
　 o一
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トリジ ン 法
’t）”’）

，シ リ ン グ ア ル ダ ジ ン法
7）IL’｝

などが あ る．こ の

ほ か の 分析法 と して は 電極 や セ ン サ
ー

を 用 い る 方法
1：’）一．16｝

，

化 学発光法
17｝
，液 体 ク ロ マ トグ ラ フ （HPI．．C）法

ES〕
及 び イ

オ ン ク ロ マ トグ ラ フ （IC）法
］9｝

な どが あ る．

　
一

方，大気や 排 ガ ス 中の 塩 素 の 定量 に も，吸光光 度法
tm

，
HPLG 法

1H
｝
及び Ic 法

］u♪
な どの 方法が報告 され て お り，JIs

の 排 ガ ス 中 の 塩素 分析方法
21）

で は ，2，2
’一ア ジ ノービ ス （3一エ

チ ル ベ ン ゾ チ ア ゾ リ ン ー6一ス ル ホ ン 酸 ）吸 光光度法，4一ピ リ

ジ ン カ ル ボ ン 酸
一ピ ラ ゾ ロ ン 吸 光光 度法及 び o一トリ ジ ン 吸

光光度法 が 定め られて い る．

　 こ れ らの 分析方法 は，主 と して 水中の 残留塩 素及 び 大気

や 排 ガ ス 中の 塩素の み を 定量する 方法で あ る．

　近年，水 中の イ オ ン種，大気 や 排 ガ ス 中の 無機成分 の 公

定分 析法 と して IC 法が 数多く採用 さ れ て い るが
V2 〕

，水 中

の 残留塩 素，大気 や排 ガ ス 中の 塩 素 を IC 法で 定 量 す る報

告 は Askew ら
19
似 外 に は ほ と ん ど な く， また，他 の 陰イ

オ ン との 同 時定量 法の 開発が望まれ て い る，

　著者 らは，排 ガ ス 中の 酸性 成 分 を IC 法 で 定量 す る 方法

を報 告 し
’2．a）2al｝，そ の Jls化 を図 っ て きた

2t’｝一一27）．また ， 水中

の シ ア ン 化合物を次亜塩 素酸ナ トリ ウ ム 溶液や ク ロ ラ ミ ン

T 溶液 で シ ア ン 酸 イ オ ン （CNO
−
） に酸化 した 後，電気伝

導度検 出 器 を用 い た IC 法で 定量す る方法 を 報
．
告し

29劇 ，

こ の 反 応 を利用して 排 ガ ス 中の 塩素及 び 水中の 残留塩素分

析へ の 応用 に つ い て検討 して い る．

　本研究で は ， は じめ に IC 法で 水中の 残留塩素 を定量 す

る最適条件 を検討 した．こ れ は ，残留塩 素 と p一トル エ ン

ス ル ホ ン ア ミ ド溶液を反応 させ ， 生 成 した ク ロ ラ ミ ン T

に シ ア ン 化 カ リ ウ ム 溶液を加 え て 塩 化 シ ア ン （CNCI ） と

し
！1〕
，こ れ をシ ア ン 酸 イ オ ン （CNO

−
） に 酸化 した 後 IG

法 で 分析 し
29 ♪

， 残留塩 素 を定量す る 方法で あ る．次 に，こ

の IC 法 を用 い て 水中の 残留塩素 と他 の 陰 イ オ ン との 同時

定 量 を検討 し，実試料を分 析 し DPD 吸光光度法 と比較 し

た 結果 につ い て 報告す る．

　グ ラ ジエ ン ト溶離 法 で は，ダ イ オ ネク ス 製の EG40 を使

用 し た．溶離液 は水酸化 カ リ ウ ム 溶液 を 1．  ml 　MillL
］

で

通液した．水酸化 カ リ ウ ム 溶離 液 の 濃 度は ，0 〜8 分 に 3

mM ，8 〜14 分 に 3〜 15　mM
， 14〜18．5 分 に 15mM ，

18．5〜19分 に 40mM ，19〜22．5 分 に 40　 mM とした．サ

プ レ ッ サ ー
は 電気透析 型 の ASRS −H をエ ク ス ターナ ル モ

ー

ドで 用 い ，電流値 は 100mA で 使用 した．サ プ レ ッ サー
の

．再生 液 は超純水を用 い た，

　 2・2 試　薬

　すべ て の 試薬は，特級あ るい は 市販の 高純度 の もの を用

い た．

　塩 素標準原液 （Cl， 1000mgl
− 1
）： 次亜 塩素酸 ナ トリ ウ

ム 溶液 （有効塩素 ユ2．1％ ） を L65 　ml はか り取 り，超純水

で 200　 ml に した．

　塩素標準液 （Cl， 10　mg1
−1
）： 塩素標 準原液 を lm 亘取 り，

超純水で 100ml に した．

　シ ア ン 化 カ リウ ム （KCN ）溶液 （1％）： KCN 　1．O　g を超

純水 100　ml に 溶か した．こ れ を適宜希釈 して 用 い た，

　か トル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド溶液 （0，1％）： 乾燥 した p一ト
ル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド0．1g を超純水 100　ml に溶か した．

　超純水 は蒸留水 を ミ リ ポ ア 製 ミ リ Q プ ラ ス に 通 した も

の を使用 した．

　 2・3 定量 操 作

　．50　mt の 全 量 フ ラ ス コ 中に，塩素溶液 （2　nigl
−1

＞25　ml ，

p一トル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド溶液 （0．1％ ） 10ml を 入 れ る ．

こ れ に シ ア ン化 カ リ ウ ム 溶液 （1％ ） 11n1を入れた後，水

酸化 カ リ ウ ム 溶液 （10mM ）5ml を入れ，超純水 で 50　ml

に す る．
．
更に 25℃ の

一
定温 度 で 10分間静置 した 後 ，一

定量 を JC 装 置 に 注入 し測定す る．　Fig．1 に示 し た方法で

定量 す る．

3　結果及び考察

2 実 験
．
方 法

　 2・1 装　置

　イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ 装置 は ダ イ オ ネ ク ス 製 の 電気伝導

度検出器 を持 っ た D10NEX 　500 型 を使用 した．試料 の ル

ープサ イ ズ は 50ul で ある．陰 イ オ ン 分 離 カ ラ ム は ダ イ オ

ネ ク ス 製の lonPac 　AS17 （内径 4mm ，長 さ 250　mm ＞，プ

レ カ ラ ム は IonPac　AGI7 （内径 4   m ，長 さ 50　mm ） を用

い た．

　ア イ ソ ク ラ テ ィ ッ ク 溶離 法 で は ， 溶離液 は 10mM 水酸

化 カ リ ウ ム 溶液を 1．0　 ml 　min
−1

で 通 液 した，サ プ レ ッ サ

ーは電 気透析型 の ASRS ．IIを リサ イ クル モ ードで 用 い ，電

流 値 は 100 皿 A で 使用 し た．サ プ レ ッ サーの 再 生 液 は溶離

液 の 廃液 を用 い た．

　3 ・1 か ら 3・4 まで の 検討 は ア イ ソ ク ラ テ ィ ッ ク 溶離法 で

行 い ，3 ・5 以 降 の 検 討 は 共 存 陰 イオ ン の 影響 を考慮 し， グ

ラ ジエ ン ト溶 離法で行 っ た．

3 ・1 測定原 理 とク ロ マ トグ ラ ム

本法 の 反応 は ， 次 の とお りで あ る．

C12 ＋ CH ．iC ｝H4SO2NH ，
，

一→ CHsCfiH4SO2NIIGI （ク ロ ラ ミ ン T）＋ HCI 　 （1）

ク ロ ラ ミ ン T ＋ KCN −→ CNCI 　　　　　　　　　 （2）

CNGI ＋ OH
−一一一 CNO

−
＋ Cl

−
＋ H

＋
　　　　　　　 （3 ）

反 応 で 生 成 した CNO
一
と c「 の ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．2

N 工工
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esulfonamide 　10mI

ml

　 5ml

d　at 　25°C

12，00

0’08

004

「
−

 

の

 丶
OO

」

 

ざ
硝

 

巳

0．0000
．2　　　0．4　　　0．6　　　0．8　　　 1

　KCN 　concentration ，
％

Fig．3　E丘ヒα ofpotassium 鐸 anide 　added

Gl，　s・luti・ n （2　mg 　l
−
1
，25　ml ）；1・・… ti・ ・1・ti・ IHn ・ th −

od ； Column ，　 IonPac 　AG17 ／AS17 ； Eluent，1  mM

KOH ；Detector，　Conductivity

Fig・l　Analytical　procedure

4．003

、QQ

　 　 2．00
の

萇
　 　 1．oo

一瓦．OOO

＿コ   ．＿

　 　 6、OO　　　 8、OO 　　　 IO．oe 　　 l！．00　　 14．DO　　 16．OO

Retention　time！min

Fig・2　Chromatogram 　of 　c＞
，anate 　ion

Cl，
　s・ luti・ n （21ng　l

−1

，　25　ml ）；1・・ c ・・ tic　el ・ti・ ・ m ・th−

od ； Column ，　 IonPac　 AG17 ／AS17 ； Eluent ，ユOmM

KOH ；Detector，　Conductivity

に 示す．Cl
一
及び CNO

一
の 保持時間 （R ）は そ れ ぞ れ 2．93

分，3−52 分 で あ っ た．生 成 した GNO
一
の ピーク か ら残留

塩素を求め た ．

　3・2　シア ン化 力 リ ウム （KCN ）添加量

　塩 素 を塩 化 シ ア ン に酸化 す る ため の シ ア ン化 カ リウ ム の

最適量 を調べ る た め に，塩素標準液 （Cl22mg 「
1
）25　ml

に，O．Ol，0．05，0．1，0．5，1．〔｝％ の KGN 溶液を 1．  ml 添

加 し，生 成 し た CNO
一

の ピーク 面 積 に つ い て 検討 した ．

結 果 を Fig．3 に示 す ．　 KGN 溶液の 濃度が 0．1％ 以 下 で は，

CNO
一

の ピー
ク 面積 は小 さ か っ た が，　 O．5％ 及 び 1％ の と

き は ，GNO
一

の ピーク 面 積 が ほ ぼ
．．一’

定 に な っ た ．　 KCN 溶

液 の 添加量 は少な くと も残留塩素量 の 20倍 が 必要 で あ る

と考え られ る．したが っ て ，残留塩 素濃度の 変化に 対応 す

12．00

0ρ8

0ρ4

T
ω

の

ミ
。ユ

の

詰

話
＆

0．000
20　　 　　 40　　 　 　 60

　　 Time ！min

80

Fig，4　Effect　ot
’
　pH 　values

（口＞pH 　l2，（▲ ）pH 　l　l，（■＞pH 　lO〜10．5；Cl2　solution
（2mg 　l

−1

，25　ml ）；1socrati⊂ elution 　method ；Co ｝umn ，
IonPac　AG17 ／AS 亙7 ；Ehlent，10mM 　KOH ；Deteα   r，
Gonducti 、ity

る た め，KCN 溶液 の 濃度及 び 添加量 は，そ れ ぞ れ 1．0％

及び 1．Oml と した．

　3°3pH の 影響

　塩化 シ ア ン を シ ア ン 酸イオ ン に酸化す る た め の pH の 影

響 につ い て 検討 した．〔｝．1MKOH 溶液 を 5ml 添加す る 場

合 （pH 　12 以 上 ），0，01　M 　KOH 溶液 を 5m1 添加す る 場合

（pH 　U ．）及 び KOH 溶液を添加 しない 場合 （pH 　10〜10．5＞

に つ い て GNO
一
の ピー

ク 面積 を検討 した．結果 を Fig．4

に 示す．pH 　12以 上 に し た場合，5 分後の GNO
一
の ピー

ク

面積 は 60 分後 と ほ ぼ 同 じで あ っ た．し か し，pH 　10〜

10 ．5 の 場合 と pH 　ll の 場合 は，5 分後 の CNO
一
の ピーク
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Fig・5　Stability　of 　cyanate 　ion　fbrmed

Cい olution （2mg 　l
− 1

，25　m1 ）；Isocratic　elution 　meth ．
od ； Column ，　 IonPac　 AGI7 ／ASI7 ； Eluent，10mM
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面積 は ，pH 　12以 上 の 場 合 の 約 40％ と 60 ％ で
， 徐 々 に

増加 し ， 安定し て い なか っ た．こ の こ とか ら，GNC1 を

CNO
一
に酸化す る に は ，　 pH 　12以 上 に す る必 要 が あ る と考

え られ る．

　3・4　酸化 後 の CNO
』
の 安定性

　pH 　12 以 ヒで 酸化 した 後，生成 し た CNO
．．
の 安定性 に

つ い て 検討 した．その 結果を Fig．5 に示 す．　pH 　12以．ヒ

で は，10 分間静置す る と生 成 した CNO
一
の ピー

ク は，240

分間後もほ ぼ 同 じピーク 面積 で 安定で あ っ た．

　以 上 の 結 果 か ら，CNCI を CNO
一
に 酸 化 す る 条 件 は，

0，1MKOH を 5mi 添加 し，静置時間 を 10 分 と した．

　3 ・5　検量 線 の検 討

　2・3 の 定 量 操作 に 従 い ，塩 素 （Gl2），塩化物 イ オ ン

（C 「），硝酸イ オ ン （NO の 及 び 硫酸 イオ ン （SO42
−
）の 検

量 線 を作成 した．結果 を Fig．6 に 示 す ．塩素溶液 （CNO
一

に 酸化 した後）の 検量線 は 2．Omgl
−1

以 下 で 良好 な 直線性

を示 し，相 関 係 数 は 0，9999 で あ る ．ま た，同時に 作成 し

た GI
−

，　 NOs
−
，　 SOd1

一
の 検 量 線 は 80．O　mgl

−1
以 下 で 良好

な 直線性 も示 し，相 関係数 も 0．9999 で ある ．

　 3・6　共 存 イ オ ンの 影響

　7種 の 陰 イ オ ン と シ ア ン 酸 イオ ン の ク ロ マ トグ ラ ム を

Fig．7 に示 す．フ ッ 化 物 イ オ ン （2，48 分 ），塩 化物 イ オ ン

（5．47 分）， 臭 化 物 イ オ ン （11．65 分〉，硝酸 イ オ ン （12．25

分），硫酸 イ オ ン （17．92 分）及 び リ ン 酸 イ オ ン （21．73 分）

は シ ア ン 酸 イ オ ン （7．50 分 〉 と保 持 時 間 が 離 れ て い る の

で 妨害 し な い ．亜 硝酸 イ オ ン （6．63 分 ） の 保 持 時間 は シ

　 　0　　　 20　　　 40　　 60　　 SO　　 leo　　 120
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Fig．7　Chromatograms 　of 　cyanate 　ion　and 　anions

Gradient　 eluent 　 mcthod ； Column ，　 IonPac　 AGI7 ／

AS17 ；Eluent，　KOH ；Dctector，　Conductivity

ア ン 酸 イ オ ン （7．50 分 ） に 近 接 し て い る こ とか ら正 の 誤

差を生 じる，しか し，塩 素処 理 をす る た め 水道 水中 に 蛆硝

酸 イ オ ン は ほ と ん ど存在 しな い ．また，亜 硝酸 イ オ ン が 存

在す る 試料 の 場 合は ア ミ ド硫 酸で 窒 素 ガス に分 解す る こ と

に よ っ て そ の 妨害を除 くこ とが で き る
1ti）．

　なお ，3・1 の （1 ＞， （3 ） の 反 応 式 に よ り，CNO
一
を生

成す る と同時 に Cl
’
も生成す る．水道水 中 の 残留塩 素濃 度

は塩 化物 イオ ン濃度に 比 べ る と著 しく低い の で ，副生 した

塩 化物 イ オ ン濃度は 無視で きる 濃度 と考え られ る ，し か し，

水中の 残留塩 素濃度を正 確 に 定量する に は ，残留塩素濃度
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Fig・10　Chromatogram 　of 　tap　water

Gradient　 eluent 　 method ； Column ，　 IonPac　AGI7 ／

AS17 ；Eluent，　KOH ；Detector，　Conductivity

に相当する塩化物イ オ ン 濃度を差 し引 き，水中の 塩化物イ

オ ン 濃 度 を求め る こ とが 必 要 で あ る．CN σ を生成す る と

きに 副 生 した 塩 化物 イ オ ン 濃度 と塩 素濃度 との 関係 を Fig，

8 に 示す．こ の 結果，塩 素濃度 と副生 した塩 化物 イ オ ン 濃

度の ピーク 面積 は
一

定 の 直線関係 が あ り，生 成 した塩 化物

イ オ ン 濃度は 塩素濃度 の L23 倍で ある．

　3・7　測定精度

　塩素濃度 （O．025 〜2．Omgrl ）25ml ｝こ，2・3 の 定量 操

作 に 従い ，5 回繰 り返 し測定 し，測定精度を 調べ た．結果

を Fig．9 に示す．　O．Imgl
− 1

塩素溶液を室温 で 酸化 し ， 5

回 繰 り返 し測 定 し た とき の 相対標準偏 差 （RSD ）％ は

3．56％ で あ っ た．ま た，Fig，9 に 示す よ うに，定量 下 限 値

は塩素の 濃度で 0．02mgr1 で あっ た．

　 3・8　寞試料の 測定

　2・3 の 定量 操作 に従 い ，水道水中 の 残留塩素と他 の 陰 イ

オ ン を同 時 定 量 した．

　ク ロ マ トグ ラ ム を Fig．10 に 示す．また，　 DPD 吸光光度

法で 水道水中の 残留塩素を定量し，両者を比較 した結果を

Table　 1 に示す．

　な お ， 水道水A と B は浄水場が 異 な っ て い る．

Table　l　Real 　samples 　analysis

s．　amp ］es
”〕

　 IC
　 　 　 bレ

method

DPDmethod

〔：1
−
f

　
−1mgl

NOs ／
　 　

−Emg1

　 2　
SO 、〆
　 　

一
［

mg 　1
Cl，／

　
−1mgl

Cl・a／
Ing 「

1

ditfferenceC），
　 　 ％

1219

仙
34

ん

キ

猛

昏

聾

匹

14．2414
．0822
．5921
．7622
．0〔｝

22．54

7．367
．0811
．1511
．5211
．6611
．87

15，⊥415
．0232
．6932
．5532
．9134
．74

O．4  
0．4eO
．240
．280
．270
．28

0．400
．400
．240
．290
．28

〔〕．27

0．000
．000
．00

−3．45
−3．573

．70

a ＞The 　samples 　are 　tap　water 　from 　differcntwater　cleaning 　works ；b＞Gradientmethod ；c）Based　on 　the 　DPD 　method
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　IC 法 で 得 られ た 残留塩素 の 濃度 は DPD 吸 光光度法の 結

果 と比 較的 よ く
一

致 して お り，相対 誤差 は 5％ 以 内で あ

っ た．また，G1
−
，　 NOs

−
，　 SO41

’一
も妨 害 され な く， 定量 で

きた，

4 　ま　 と　 め

　本法 は p一トル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド溶液で 水中の 残留塩

素 をク ロ ラ ミ ン T に し，KCN 溶液 を加 え て CNGI に す る．

更 に ， 塩 化 シ ア ン を シ ア ン 酸 イオ ン に酸化す る こ と に よ

り，電 気伝導度検出器付 き rc 法で 水中の 残留塩素を定量

で きる ．

　残留塩素をシ ア ン 酸 イ オ ン に酸化す るた め の 最適条件 は

次 の とお りで あ る．塩 素標準溶液 （21ngl
− 1
） 2t5　 ml に対

して ，0．1％ p一トル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド溶液 10ml を加 え

る．こ れ に，1％ KGN 溶液 1，0　ml を加え た 後，0，l　mM

KOH 溶液 5ml を入 れ ，超 純 水 で 50　ml に す る．更 に

25℃ で 10分 間静置 した後IG 法で 測定する．

　本法 で 水 中 の 残留塩 素 と他の 陰 イ オ ン との 同 時定量が で

き る．また，残留 塩 素 の 濃度 は DPD 吸光光度法の 結果 と

比 較的 よ く
・．．・

致 して い た．

　本研究 を実 施す る に 当た り，ご 指導，ご 協力 い た だ き ま した 東

京都 立産 業技術 研究 所 の 後藤典 子主 任研 究員 及 び多 くの 職 員の

方 々 に厚 くお 礼 申 し ヒげ ます．
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要 旨

　電気伝導度検出器 を用 い た イ オ ン ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（IC） で ，水中の 残留塩 素 と他の 陰 イオ ン との 同

時定量 法 を検討 した．水中の 残留塩 素 と p一トル エ ン ス ル ホ ン ア ミ ド溶液 を反 応 させ ，生成 した ク ロ ラ ミ ン T

に シ ア ン 化 カ リ ウ ム 溶液 を加 え て 塩 化 シア ン と し，こ れ を シア ン 酸 イ オ ン に 酸化 して IC 法で 分析す る こ と

に よ り，残留塩 素 を定量 で き る ．生 成 した シ ア ン 酸 イ オ ン は 4 時間以 上 安定 で ，他の 陰 イ オ ン と十 分 に 分

離 され る の で ，同時定量 で き る．残留塩 素 0．02〜2．Omgl
−1

の 範囲で 生 成 した シ ア ン 酸 イオ ン の ピー
ク面 積

と 良 好 な 直線性 を 示 し，相関係数 は 0．9999 で あ る ．本法 に よ る 残 留 塩 素 0．11ngl
−1

の 相 対 標 準偏 差 は

3．56％ で あ る．また，IC 法 及 び ジエ チ ル ーp一フ ェ ニ レ ン ジ ア ミ ン （DPD ） 吸 光 光 度 法 で 水 道 水 中の 残 留 塩 素

を定量 した 結果，よ く
一

致 して い た．
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